
演題名 おうちを元気にからだを元気に　― 多摩ニュータウン・ケア連携バリアフリー改修事業―

大池 ひとみ

内容
【ケア連携型バリアフリー改修体制整備とは】

　「本人・家族」と「医療者」　「設計者」　「施行者」　がともにアイディアを出し合い、共働

きし将来まで考えた多様で効果的な住まいの改修。

　年をとっても、病気や障害をもっても、住みなれた家、住みなれた地域でいつまでも

暮らせること、そんな　街づくり。

【おうちを直す　用具を購入（レンタル）する】

　医療主導の改修：医療・リハスタッフ⇒本人・ケアマネ・設計・工務店・福祉用具業者

　生活主導の改修：本人⇒（ケアマネ）⇒設計・工務店・福祉用具業者

　　本当に適したもの　本当にほしいものが手に入っているのか？

【住宅　福祉用具の難しさ】

　ひとりひとりの病気障害が違う

　病気障害は、その時期によって変化する

　ひとりひとりの今までの生活の仕方が違う

　「医療（リハビリ）は　非日常」　　「生活は日常」

　「当事者優先　顧客優先」であり、しかし、「プロの判断　診断」が必要

　「プロの判断　診断」が必要であり、しかし、「当事者優先　顧客優先」である

【医療のプロ　と　住まいのプロ　両者が係ること】

　在宅医療の立場から、生活に根差した医療をめざす。

　設計の立場から、人と物の間を取り持ち、暮らしにあった住まいをめざす。

　施工業者の立場から構造建築に基づいた　プロの建物をめざす。

講師御所属 ひとみタウンケアクリニック院長

演題名 介護ベッド ここが危ない!!

長谷川綾子・田村幸一

内容
【１．介護ベッドまわりの事故の現状】

　２００７年5月14日～2010年8月31日集計　サイドレール関連　36件

サイドレールの間に頭、腕や足が入り重傷・死亡した（15件）

サイドレールとサイドレールのすき間に首がはさまり重傷・死亡した(5件）

・・・

【２．サイドレールのすき間に関する注意点】

　認知機能障害など予測できない行動をとる方や片マヒなどの障がいがある方は、特

にサイドレールのすき間などに注意して下さい。

　ＪＩＳ規格では、サイドレール間のすき間に直径６ｃｍの硬い円柱状の器具が入らない

こととされている。６ｃｍ以上のすき間がある場合、クッション・スペーサー設置・サイド

レール交換などで対応する。12ｃｍ以上のすき間がある場合、サイドレールの中に頭

が入り窒息事故が発生しているので、サイドレールカバー・ベッド用グリップカバーを利

用することが必要である。

【３．ベッド用グリップに関する注意点】

　ベッド用グリップがしっかり固定していないと、立ち上がる時に転倒し、骨折する原因

になる。

【４．2009年3月に介護ベッドのＪＩＳ規格が改定】

　医療・介護ベッド安全普及協議会のＨＰ内にハンドブックを掲載しております。

http://www.bed-anzen.org/pdf/jikoboushinitsuite.pdf

講師御所属 パラマウントベッド（株）＆サンネットワーク（株）多摩センター


